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納していたのは国立国会図書館であった 4）。以上の理由をもって，同ライブラリー のサ ビースを活
用することにした。
　「倫理書籍」のリスト化作業に着手したのは平成 28 年 1月12日である。その当時のサ ビース
名称は，近代デジタルライブラリー であった。そのサ ビースを利用し，検索画面において「倫理」と
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いう語をキーワ ドー検索した結果，ライブラリー 内で公開されていた書籍は653 冊（同名・同執筆
者による書籍の重複を含む）が表示された。この内，正確な刊行年が判明したのは584 冊であり，




































たことが分かる。その後，明治 30 年代前半（1900 年前後）に最も大きなピ クーがある。
　ここで表 1を御覧いただきたい。明治期の「倫理書籍」の特徴を析出すべく，筆者は書名（副
題を含む）や著者・訳者を判断材料に，「訳書」，「地域（日本，東洋 10），西洋，複合 11）」，「宗教（仏
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教，キリスト教，宗教 12））」，「教科書」という，大きくは計 4分類（小さくは計 9分類）を設定した。
それに基づき分類した結果が表 1である13）。
表 1　明治期の「倫理書籍」を対象にした分類結果















































































　明治 30 年代前半期において刊行された「倫理書籍」の教科書を一覧にしたのが表 3である。
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 5） 書誌情報リスト上では，明治期刊行は 328 冊であったが，精査したところ，その内の 7冊が重複書籍であ
ることが判明した．それらは今回の調査対象からは削除している．ただし，同名・同執筆者による書籍で
あっても，出版年や版数が異なる場合はリスト内に残している．
 6） グラフ内の数字は，その年における刊行冊数を意味している．
 7） 河村重秀編：明倫撮要，福山学校，1871．
  8） 同書，19 丁裏．なお，引用文内「六諭衍義大意」とは，江戸幕府八代将軍徳川吉宗が荻生徂徠に命じて原書
を作成，それに室鳩巣が注解をつけて刊行した書物を指す．この書物の淵源は，明代・洪武帝が農民教化
を目的として朱子学を基盤に布告した「六諭」に遡り，清代ではそれを『六諭衍義』として継承している．こ
れが，琉球を通じて江戸時代の日本に紹介された．
 9） 前田勉：明治前期の「学制」と会読，愛知教育大学研究報告人文・社会科学編，61：p.23，2012．
10） ここでの「東洋」には，その語以外にも「支那」や「孔子」，「春秋」の語が含まれた書籍も分類している．
11） 「複合」とは日本・東洋・西洋などの語が複合して書名に組み込まれている場合の分類に用いている（例：『東
洋西洋倫理史』など）．
12） 「宗教」とは，書名に「宗教」という語が組み込まれている場合や仏教とキリスト教という 2つの宗教名が含
まれている場合に分類した．（例：『倫理と宗教』など）．なお，「宗教」という語の場合，当該書籍の内容は忖
度せずに単純に書名の表記のみで分類を行っている．
13） 表 1 で設定した分類は排他的分類ではないため，1冊の書籍であっても各分類に該当する場合は，それぞ
れの分類に加算計上している．（例：トルストイ著『倫理と宗教』は，1冊の書籍であるが，「訳書」と「宗教」
にそれぞれ 1ずつ計上）複数分類に該当する書籍は，3冊存在した．
14） 明治期における倫理学の受容に関しては，熊田健二：明治期倫理思想の一考察―井上円了の倫理学説とそ
の問題点―，思想と文化，1986．行安茂：明治倫理学の展開―英米倫理学の受容とその批判―，研究集録
（岡山大学），95，1994. 西悠哉：「ethics」概念の受容と展開―倫理教科書を中心として―，佛教大学大学院
紀要文学研究科篇，38，2010．などを参照．
15） 文部省編：学制百年史，帝国地方行政学会，p.270，1972.
16） 中原貞七：倫理書―中等教育―，文学社：pp.1-3，1893.
17） 米田俊彦：近代日本中学校制度の確立―法制・教育機能・支持基盤の形成―，東京大学出版会，1992．第
1部第 3章を参照.
18） 井上円了：中等倫理書，1巻，集英堂：p.2，1898.
  この細目の主旨には「倫理科は教育勅語の聖旨を遵奉し諸学科の中枢として人倫道徳の要旨を講し将来中等
以上の社会に立つべき者の心得を明にし実践躬行を観奨するものとす」とある．なお，注意として「倫理科
は可成別に講堂或は教室を設けて教授し之に入る者をして自ら感動せしむる様装飾具備することを要す」と
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あるように，単なる知識教授を企図した科目では無かったことがうかがわれる．
19） 江島顕一：明治期における井上哲次郎の「国民道徳論」の形成過程に関する一考察―『勅語衍義』を中心とし
て―，慶應義塾大学大学院社会学研究科，67：pp.19-20，2009.
20） 同論文：p.20.
21） 渡辺竜聖・中島半次郎：倫理学教科書，目黒書店［ほか］：p.1，1902．
22） 子安宣邦：第四章　翻訳語としての近代漢語―「倫理」概念の成立とその行方―，漢字論―不可避の他者―，
岩波書店，2003.
23） 井上円了：日本倫理学案：p.1，1893.
24） 大江文城：日本倫理学史，開発社：pp.2-3，1906．
25） 足立栗園：日本倫理史綱，大日本図書：pp.1，1908．
26） 佐佐木英夫：倫理と云ふ文字の歴史的研究，日本大学文学部研究年報，1（復刊号），1951．
27） 湯本武比古・石川岩吉編：日本倫理史稿，開発社：pp.1，1901．
28） 有馬祐政述：日本倫理学史，早稲田大学出版部：pp.5，1904．
29） 高賀詵三郎：日本倫理史略，目黒書店：p.1，1903．
30） 同書：p.2
31） 雨宮久美：明治期の倫理的唱歌の成立―忘れられた教育勅語唱歌―，明治聖徳記念学会紀要，23，1998．
三宅守常：三条教則と教育勅語―宗教者の世俗倫理へのアプローチ―，弘文堂，2015．などを参照．
